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じんじゅ つ 

大田蜀 山人の 「壬 戌 紀行」 に 木 曾 街道の 奈良 井の 宿 

の ありさま を 叙して 「奈良 井の 駅舎 を 見 わたせば 梅、 

すもも 

桜、 彼岸 ざ くら、 李の 花、 枝 を まじえて、 春の なかば 

の 心地 せらる。 駅亭に 小道具 を ひさぐ もの 多し。 膳、 

まげもの 

椀、 弁当箱、 杯、 曲 物な ど 皆 この辺の 細工な り。 駅舎 

うんぬん 

もまた 賑ぇ りご 云々 と ある。 この 以上に わたしの く 

だく だしい 説明 を 加えないでも、 江戸時代 における 木 

曾路 の すが た は 大抵 想像 さ れ るであろう。 

蜀 山人が ここ を 過ぎた の は、 享和ニ 年の 四月 朔 日で 



に 冗談の 一 つも 言って からかうよう になった ので ある 

義助は 二 つ 違いの 廿 三であった。 

七兵衛 はさつ きから 黙って 聞いて いたが、 その 顔色 

が 次第に 緊張して 来て、 微笑 を 含んで いる そのく ちび 

きせる 

るが 固く 結ばれた。 彼 は 手に 持つ 煙管の 火の 消える の 

も 知らずに、 熊の胆の 押売り をす る 娘の 白い 顔 を じつ 

と 眺めて いたが、 やがて 突然に 声をかけた。 

「もし、 おじいさん。 その子 はお まえの 娘 かえ、 孫 か 

え ご 

「いえ .：：• ご と、 毛皮 売の 男 は あいまいに 答えた。 

「おまえの 身寄り じゃあない のかえ ご と、 七兵衛 はま 
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「はいご 

七 兵衛は 無言で 娘 を 招く と、 娘 はすこし 躊躇し なが 

しょ ラぎ 

ら、 その 人が 腰 を かけて いる 床几の 前に 進み 寄った。 

七兵衛 はや はり 無言で、 娘の 右の 耳の 下に ある 一 つの 

黒子 を 見つめながら、 探る ように また 訊いた。 

あざ 

「おまえの 左の 二の 腕に 小さい 青い 痣が あり はしない 

かね。」 

娘 は 意外の 問い を 受けた ように 相手 の 顔 を みあげた。 

「あるかえ ご と、 七 兵衛は 少しせ いた。 

「はいご と、 娘 は 小声で 答えた。 



よぎ 

たお 此 がふと 眼 を さます と、 衾の 襟の あたりに 何 か 歩 

ち リぁ寸 あ，； > どう 

いている ように 感じられた。 枕 もとの 有 明 行燈は 消え 

ている ので、 その物の すがた は 見えなかった が、 ぉ此 

は 咄嗟の あいだに 覚 つた。 

「あ、 鼠 …… ご 

息を殺して うかがって いると、 それ は 確かに 小 鼠で、 

お 此の 衾の 襟から 裾の あたり を ちょろちょろと 龃 けめ 

ぐって いるので ある。 ぉ此は 俄に ぞっとして 少しく わ 

が 身 を 起しながら、 隣り の 寝床に いる 七 兵衛の 衾の 袖 

をつ かんで、 小声で 呼び 起した。 

「おまえさん …… 。 起きて ください よご 



くし を 傍へ 呼んで、 おまえの 左の 二の 腕に 青い 痣 はな 

いかと お訊きに なりました。 さて はこの 人 は 娘 か 妹 か、 

なに かの 女 を さがして いるに 相違ない と 思う 途端に、 

ふっと 悪い 料簡が 起り ました。 こんな 木 曾の 山の 中に、 

いつまで 暮 していても 仕様がない。 ここで 何とか ごま 

かして … … 。 こう 思った のが わたくしの 誤りで ござい 

ました。 奥へ 連れて行かれる 時に、 店の 柱へ 二の 腕 を 

そ つ と 強く 打ち つけて、 急 ごしら えの！! を こしらえ ま 

して …… 。 わたくし はまた 何とい う 大胆な 女で ござい 

くちうら 

ましょう。 旦那 さまの 口占 を 引きながら、 いい加減の 

嘘八百 をなら ベ 立てて、 表に 遊んで いると ころ を 見識 



「それにしても、 梅ち やん も 義助も あんまり じゃあり 

ません かご と、 ぉ此は 腹立たし そうに 言った。 「江戸 

へ 帰る 途中で、 お 元の 抉に 鼠 を 見付けた ことがあるな 

ら、 誰かが そっと 知らせて くれても いい じゃあり ませ 

んか。 お 国が 話して くれなければ、 わたし 達 はいつ ま 

でも 知らずに いるので した。 このあいだ も 梅 ちゃんに 

きいたら、 途中で はなん にも 変った ことはなかった、 

なぞと 白ば つくれて いるんで す もの ご 

「まあ、 仕方がない。 梅 次 郎ゃ義 助 を 恨まない がいい _ 

誰よりも 彼よりも、 わたしが 一 番悪 いの だ。 私が 馬鹿 

であ つたの だ ごと、 七 兵衛は 諦めた ように 言 つ た。 「そ 



んな 者に だまされ たのが 重々 の 不覚で、 今 さら 人を咎 

める こと はない。 みんな 私が 悪い の だ」 

さすが は 大家の 主人 だけに、 七兵衛 はいつ さいの 罪 

を 自分に ひき 受けて、 余人 を 責めようと はしなかった _ 

それから 二日 目の 夜の 更けた 頃に、 お 元は 身 栴ぇを 

して 七兵衛 夫婦の 寝間へ 忍び寄る と、 それ を 待って い 

た 七 兵衛は 路用と して 十両の 金 を わたした。 彼 は 小声 

で 言い聞かせた。 

「江戸に いると 面倒 だ。 どこか 遠い ところへ 行く が い 

いご 

「かしこまりました。 おかみさん にも いろいろ 御 心配 
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